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(57)【要約】
【課題】本発明は新型の便利な集塵装置を開示した。
【解決手段】箱体を含み、前記箱体の四つの角底部に同
時に角ブロックが設置され、全ての前記角ブロックの底
部に回転輪が設置され、前記箱体に分離筐体が設置され
、前記分離筐体の左右内壁に相通するように対称する第
一筐体が設置され、前記第一筐体が前記分離筐体の中心
と離れる内壁に相通するように対称する第二筐体が設置
され、前記分離筐体の後端に相通するように第三筐体が
設置される。
【選択図】図4
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
新型の便利な集塵装置であって、箱体を含み、前記箱体の四つの角底部に同時に角ブロッ
クが設置され、全ての前記角ブロックの底部に回転輪が設置され、前記箱体に分離筐体が
設置され、前記分離筐体の左右内壁に相通するように対称する第一筐体が設置され、前記
第一筐体が前記分離筐体の中心と離れる内壁に相通するように対称する第二筐体が設置さ
れ、前記分離筐体の後端に相通するように第三筐体が設置され、前記分離筐体に第一スト
レーナーが設置され、前記第一ストレーナーの下端に第二ストレーナーが設置され、前記
第二ストレーナーの下端に導流箱が固定的に接続され、前記導流箱の底部と前記第一筐体
の間に相通するように導流管が設置され、前記第一筐体の前端内壁に相通するように排水
溝が設置され、前記排水溝のもう一端が前記箱体の前端端面を通り抜けて、前記第一スト
レーナーの頂部端面に第一スクレーパーが摺動可能なように係合して接続され、前記第一
ストレーナーの左右両端に対称に前記第一筐体に伸びる第一斜板が固定的に接続され、前
記第二ストレーナーの頂部に第二スクレーパーが摺動可能なように係合して接続され、前
記第二ストレーナーの左右両端に対称的に前記第二筐体に伸びる第二斜板が固定的に接続
され、前記第二ストレーナーの底部端面に前記導流箱の後端に位置する伝導ブロックが摺
動可能なように係合して接続され、前記伝導ブロックに上下に伸びる第一伝導溝が設置さ
れ、前記伝導ブロックに前記第一伝導溝の下に位置し左右に伸びる第二伝導レバーが摺動
可能なように係合して接続され、前記第二伝導レバーの左右両端が前記分離筐体の左右両
端内壁に固定的に接続し、前記分離筐体の後端内壁に左右に前記第一スクレーパーの後端
に位置するE型滑走ブロックが摺動可能なように係合して接続され、前記第一スクレーパ
ー、前記第二スクレーパー、前記滑走ブロックの後端が前記E型滑走ブロックの前端末と
固定的に接続し、前記第二筐体の頂部内壁に第一駆動機が設置され、前記第一駆動機の外
側に托負荷装置が設置され、前記托負荷装置が衝撃吸収パッドと冷却片を含み、前記第一
駆動機が下に伸びる第一回転軸と動力が伝達可能なように接続し、前記第一回転軸の周り
に打ち砕くブレードが固定的に接続され、前記打ち砕くブレードの下端に左右対称に下に
伸びる第三斜板が設置され、前記第三斜板が前記第二筐体の中心と離れる一端が前記第二
筐体と固定的に接続し、前記第二筐体に前記第三斜板の下端に位置し左右に対称する搾ロ
ーラーが設置され、前記搾ローラーの中に前後に伸びて、後端が前記第二筐体の後端内壁
を通り抜けて前記第三筐体に伸びる第二回転軸が固定的に接続され、前記第二回転軸の前
端末がベアリングを通じて前記箱体に回転可能なように取り付けられ、前記第二筐体の底
部に口が前記第二筐体の中心と離れる第二伝導溝が設置され、前記第二伝導溝に収集箱が
摺動可能なように係合して接続され、前記第三筐体の後端内壁に第二駆動機が設置され、
前記第二駆動機に前に伸びて前記第三筐体の前端内壁を通り抜けて前記分離筐体に伸びる
第一回転軸が動力が伝達可能なように接続され、前記第一回転軸がベアリングを通じて前
記第三筐体の前端内壁に回転可能なように取り付けられ、前記第一回転軸の前端末にカム
が固定的に接続され、前記カムの凸部に前に前記第一伝導溝に伸びる第一伝導レバーが設
置され、前記第一回転軸にタービンが係合し接続され、前記タービンに左右に伸びる第三
回転軸が固定的に接続され、前記第三回転軸の左右両端がベアリングを通じて前記箱体に
回転可能なように取り付けられ、前記第三回転軸に左右対称に両面円錐形プーリーが固定
的に接続され、前記両面円錐形プーリーに第一円錐形プーリーが係合し接続され、前記第
一円錐形プーリーが前記第二回転軸の後端末に固定的に接続し、前記第一回転軸が前記タ
ービンと接触する部位にネジが設置され、前記第一ストレーナーの第一濾過孔が前記第二
ストレーナーの第二濾過孔より大きく、前記衝撃吸収パッドが前記第一駆動機の上端と下
端に設置され前記第一駆動機と固定的に接続し、前記冷却片が前記第一駆動機の前端と後
端に設置され前記第一駆動機の殻と固定的に接続し、前記冷却片の上端と下端が前記衝撃
吸収パッドと固定的に接続し、前記第一駆動機の前端と後端にそれぞれ多くの前記冷却片
が設置されることを特徴とする新型の便利な集塵装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
本発明は工業集塵技術分野に関し、具体的には新型の便利な集塵装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
工業生産に多くの工業汚水が発生し、これらの工業汚水を厳しい処理操作を行った後に排
出基準に達して、汚水処理過程に汚水に多くの粒子汚染物があるため、汚水処理効率と効
果に深刻な影響があり、それゆえ便利な集塵装置を提供し汚水の中の固体粒子に初期整理
を行って、後期処理操作を便利にする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】中国特許出願公開第104587783号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
本発明は解決する必要な技術問題に対して新型の便利な集塵装置を提供し、それは上記の
現在の技術問題を解決できる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
本発明は以下の技術方案を採用する。本発明の新型の便利な集塵装置は箱体を含み、前記
箱体の四つの角底部に同時に角ブロックが設置され、全ての前記角ブロックの底部に回転
輪が設置され、前記箱体に分離筐体が設置され、前記分離筐体の左右内壁に相通するよう
に対称する第一筐体が設置され、前記第一筐体が前記分離筐体の中心と離れる内壁に相通
するように対称する第二筐体が設置され、前記分離筐体の後端に相通するように第三筐体
が設置され、前記分離筐体に第一ストレーナーが設置され、前記第一ストレーナーの下端
に第二ストレーナーが設置され、前記第二ストレーナーの下端に導流箱が固定的に接続さ
れ、前記導流箱の底部と前記第一筐体の間に相通するように導流管が設置され、前記第一
筐体の前端内壁に相通するように排水溝が設置され、前記排水溝のもう一端が前記箱体の
前端端面を通り抜けて、前記第一ストレーナーの頂部端面に第一スクレーパーが摺動可能
なように係合して接続され、前記第一ストレーナーの左右両端に対称に前記第一筐体に伸
びる第一斜板が固定的に接続され、前記第二ストレーナーの頂部に第二スクレーパーが摺
動可能なように係合して接続され、前記第二ストレーナーの左右両端に対称的に前記第二
筐体に伸びる第二斜板が固定的に接続され、前記第二ストレーナーの底部端面に前記導流
箱の後端に位置する伝導ブロックが摺動可能なように係合して接続され、前記伝導ブロッ
クに上下に伸びる第一伝導溝が設置され、前記伝導ブロックに前記第一伝導溝の下に位置
し左右に伸びる第二伝導レバーが摺動可能なように係合して接続され、前記第二伝導レバ
ーの左右両端が前記分離筐体の左右両端内壁に固定的に接続し、前記分離筐体の後端内壁
に左右に前記第一スクレーパーの後端に位置するE型滑走ブロックが摺動可能なように係
合して接続され、前記第一スクレーパー、前記第二スクレーパー、前記滑走ブロックの後
端が前記E型滑走ブロックの前端末と固定的に接続し、前記第二筐体の頂部内壁に第一駆
動機が設置され、前記第一駆動機の外側に托負荷装置が設置され、前記托負荷装置が衝撃
吸収パッドと冷却片を含み、前記第一駆動機が下に伸びる第一回転軸と動力が伝達可能な
ように接続し、前記第一回転軸の周りに打ち砕くブレードが固定的に接続され、前記打ち
砕くブレードの下端に 左右対称に下に伸びる第三斜板が設置され、前記第三斜板が前記
第二筐体の中心と離れる一端が前記第二筐体と固定的に接続し、前記第二筐体に前記第三
斜板の下端に位置し左右に対称する搾ローラーが設置され、前記搾ローラーの中に前後に
伸びて、後端が前記第二筐体の後端内壁を通り抜けて前記第三筐体に伸びる第二回転軸が
固定的に接続され、前記第二回転軸の前端末がベアリングを通じて前記箱体に回転可能な
ように取り付けられ、前記第二筐体の底部に口が前記第二筐体の中心と離れる第二伝導溝
が設置され、前記第二伝導溝に収集箱が摺動可能なように係合して接続され、前記第三筐
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体の後端内壁に第二駆動機が設置され、前記第二駆動機に前に伸びて前記第三筐体の前端
内壁を通り抜けて前記分離筐体に伸びる第一回転軸が動力が伝達可能なように接続され、
前記第一回転軸がベアリングを通じて前記第三筐体の前端内壁に回転可能なように取り付
けられ、前記第一回転軸の前端末にカムが固定的に接続され、前記カムの凸部に前に前記
第一伝導溝に伸びる第一伝導レバーが設置され、前記第一回転軸にタービンが係合し接続
され、前記タービンに左右に伸びる第三回転軸が固定的に接続され、前記第三回転軸の左
右両端がベアリングを通じて前記箱体に回転可能なように取り付けられ、前記第三回転軸
に左右対称に両面円錐形プーリーが固定的に接続され、前記両面円錐形プーリーに第一円
錐形プーリーが係合し接続され、前記第一円錐形プーリーが前記第二回転軸の後端末に固
定的に接続する。
【０００６】
好ましい技術方案として前記第一回転軸が前記タービンと接触する部位にネジが設置され
る。
【０００７】
好ましい技術方案として前記第一ストレーナーの第一濾過孔が前記第二ストレーナーの第
二濾過孔より大きい。
【０００８】
好ましい技術方案として前記衝撃吸収パッドが前記第一駆動機の上端と下端に設置され前
記第一駆動機と固定的に接続し、前記冷却片が前記第一駆動機の前端と後端に設置され前
記第一駆動機の殻と固定的に接続し、前記冷却片の上端と下端が前記衝撃吸収パッドと固
定的に接続し、前記第一駆動機の前端と後端にそれぞれ多くの前記冷却片が設置される。
【０００９】
本発明の有益な効果は、本発明に係る設備は初期状態にある時、前記第一スクレーパーが
前記第一ストレーナーの一番左端に位置し、前記第二スクレーパーが前記第二ストレーナ
ーの一番左端に位置し、前記カムが水平状態にあり、前記第一伝導レバーが第一伝導溝の
中心に位置し、前記収集箱の後端端面が前記箱体と緊密に張り合わせて、前記排水溝が閉
合状態にある。
【００１０】
使用する時に、本装置を汚水管と接続し、前記排水溝を開き、前記第二駆動機を起動し前
記第一スクレーパーと連動して、前記第二スクレーパーがそれぞれ前記第一ストレーナー
、第二ストレーナーで往復運動をし、前記第一駆動機を起動し前記打ち砕くブレードと連
動して回転し、前記第二駆動機を起動し前記搾ローラーと連動して回転する。
【００１１】
使用した後に、前記第一駆動機と前記第二駆動機を制御し回転を停止し、前記収集箱の中
の固体粒子を収集し、統一して片付けることが便利である。
【００１２】
本発明に係る設備の構造が簡単で、操作が便利で、工業汚水の中の固体粒子に有効的な濾
過を行い、後期に工業汚水を有効的に処理することが便利で、処理効率を大きく高める。
【発明の効果】
【００１３】
本発明の有益な効果は、本発明に係る設備は初期状態にある時、前記第一スクレーパーが
前記第一ストレーナーの一番左端に位置し、前記第二スクレーパーが前記第二ストレーナ
ーの一番左端に位置し、前記カムが水平状態にあり、前記第一伝導レバーが第一伝導溝の
中心に位置し、前記収集箱の後端端面が前記箱体と緊密に張り合わせて、前記排水溝が閉
合状態にある。
【００１４】
使用する時に、本装置を汚水管と接続し、前記排水溝を開き、前記第二駆動機を起動し前
記第一スクレーパーと連動して、前記第二スクレーパーがそれぞれ前記第一ストレーナー
、第二ストレーナーで往復運動をし、前記第一駆動機を起動し前記打ち砕くブレードと連
動して回転し、前記第二駆動機を起動し前記搾ローラーと連動して回転する。
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【００１５】
使用した後に、前記第一駆動機と前記第二駆動機を制御し回転を停止し、前記収集箱の中
の固体粒子を収集し、統一して片付けることが便利である。
【００１６】
本発明に係る設備の構造が簡単で、操作が便利で、工業汚水の中の固体粒子に有効的な濾
過を行い、後期に工業汚水を有効的に処理することが便利で、処理効率を大きく高める。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は本発明の新型の便利な集塵装置の全体構造概略図である。
【図２】図２は図１の中のA-A方向の断面図である。
【図３】図３は図１の中のB-B方向の断面図である。
【図４】図４は図１の底面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
図1～4が示すように、本発明の新型の便利な集塵装置は箱体100を含み、前記箱体100の四
つの角底部に同時に角ブロック188が設置され、全ての前記角ブロック188の底部に回転輪
189が設置され、前記箱体100に分離筐体110が設置され、前記分離筐体110の左右内壁に相
通するように対称する第一筐体111が設置され、前記第一筐体111が前記分離筐体110の中
心と離れる内壁に相通するように対称する第二筐体112が設置され、前記分離筐体110の後
端に相通するように第三筐体113が設置され、前記分離筐体110に第一ストレーナー135が
設置され、前記第一ストレーナー135の下端に第二ストレーナー136が設置され、前記第二
ストレーナー136の下端に導流箱137が固定的に接続され、前記導流箱137の底部と前記第
一筐体111の間に相通するように導流管143が設置され、前記第一筐体111の前端内壁に相
通するように排水溝101が設置され、前記排水溝101のもう一端が前記箱体100の前端端面
を通り抜けて、前記第一ストレーナー135の頂部端面に第一スクレーパー131が摺動可能な
ように係合して接続され、前記第一ストレーナー135の左右両端に対称に前記第一筐体111
に伸びる第一斜板133が固定的に接続され、前記第二ストレーナー136の頂部に第二スクレ
ーパー132が摺動可能なように係合して接続され、前記第二ストレーナー136の左右両端に
対称的に前記第二筐体112に伸びる第二斜板134が固定的に接続され、前記第二ストレーナ
ー136の底部端面に前記導流箱137の後端に位置する伝導ブロック140が摺動可能なように
係合して接続され、前記伝導ブロック140に上下に伸びる第一伝導溝142が設置され、前記
伝導ブロック140に前記第一伝導溝142の下に位置し左右に伸びる第二伝導レバー141が摺
動可能なように係合して接続され、前記第二伝導レバー141の左右両端が前記分離筐体110
の左右両端内壁に固定的に接続し、前記分離筐体110の後端内壁に左右に前記第一スクレ
ーパー131の後端に位置するE型滑走ブロック201が摺動可能なように係合して接続され、
前記第一スクレーパー131、前記第二スクレーパー132、前記滑走ブロック140の後端が前
記E型滑走ブロック201の前端末と固定的に接続し、前記第二筐体112の頂部内壁に第一駆
動機121が設置され、前記第一駆動機121の外側に托負荷装置が設置され、前記托負荷装置
が衝撃吸収パッド1214と冷却片1215を含み、前記第一駆動機121が下に伸びる第一回転軸1
51と動力が伝達可能なように接続し、前記第一回転軸151の周りに打ち砕くブレード152が
固定的に接続され、前記打ち砕くブレード152の下端に 左右対称に下に伸びる第三斜板14
4が設置され、前記第三斜板144が前記第二筐体112の中心と離れる一端が前記第二筐体112
と固定的に接続し、前記第二筐体112に前記第三斜板144の下端に位置し左右に対称する搾
ローラー153が設置され、前記搾ローラー153の中に前後に伸びて、後端が前記第二筐体11
2の後端内壁を通り抜けて前記第三筐体113に伸びる第二回転軸300が固定的に接続され、
前記第二回転軸300の前端末がベアリングを通じて前記箱体100に回転可能なように取り付
けられ、前記第二筐体112の底部に口が前記第二筐体112の中心と離れる第二伝導溝145が
設置され、前記第二伝導溝145に収集箱154が摺動可能なように係合して接続され、前記第
三筐体113の後端内壁に第二駆動機122が設置され、前記第二駆動機122に前に伸びて前記
第三筐体113の前端内壁を通り抜けて前記分離筐体110に伸びる第一回転軸202が動力が伝
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達可能なように接続され、前記第一回転軸202がベアリングを通じて前記第三筐体113の前
端内壁に回転可能なように取り付けられ、前記第一回転軸202の前端末にカム138が固定的
に接続され、前記カム138の凸部に前に前記第一伝導溝142に伸びる第一伝導レバー139が
設置され、前記第一回転軸202にタービン203が係合し接続され、前記タービン203に左右
に伸びる第三回転軸303が固定的に接続され、前記第三回転軸303の左右両端がベアリング
を通じて前記箱体100に回転可能なように取り付けられ、前記第三回転軸303に左右対称に
両面円錐形プーリー302が固定的に接続され、前記両面円錐形プーリー302に第一円錐形プ
ーリー301が係合し接続され、前記第一円錐形プーリー301が前記第二回転軸300の後端末
に固定的に接続する。
【００１９】
好ましくは、前記第一回転軸202が前記タービン203と接触する部位にネジが設置され、前
記第一回転軸202と前記タービンが同時に回転することが便利である。
【００２０】
好ましくは、前記第一ストレーナー135の第一濾過孔が前記第二ストレーナー136の第二濾
過孔より大きく、汚水を処理することが便利である。
【００２１】
好ましくは、前記衝撃吸収パッド1214が前記第一駆動機121の上端と下端に設置され前記
第一駆動機121と固定的に接続し、前記冷却片1215が前記第一駆動機121の前端と後端に設
置され前記第一駆動機121の殻と固定的に接続し、前記冷却片1215の上端と下端が前記衝
撃吸収パッド1214と固定的に接続し、前記第一駆動機121の前端と後端にそれぞれ多くの
前記冷却片1215が設置され、前記冷却片1215が前記第一駆動機121が動作する時に発生す
る熱量を吸収し発散し、前記衝撃吸収パッド1214が前記第一駆動機121が動作する時に発
生する振動力を減らして、振動力が大きすぎて本装置の正常な運行を影響することを防ぐ
。
【００２２】
本発明に係る設備は初期状態にある時、前記第一スクレーパー131が前記第一ストレーナ
ー135の一番左端に位置し、前記第二スクレーパー131が前記第二ストレーナー136の一番
左端に位置し、前記カム223が水平状態にあり、前記第一伝導レバー139が第一伝導溝142
の中心に位置し、前記収集箱154の後端端面が前記箱体100と緊密に張り合わせて、前記排
水溝101が閉合状態にある。
【００２３】
使用する時に、本装置を汚水管と接続し、前記排水溝101を開き、前記第二駆動機122を起
動し前記第一スクレーパー131と連動して、前記第二スクレーパー132がそれぞれ前記第一
ストレーナー135、第二ストレーナー136で往復運動をし、前記第一駆動機121を起動し前
記打ち砕くブレード152と連動して回転し、前記第二駆動機122を起動し前記搾ローラー15
3と連動して回転する。
【００２４】
使用した後に、前記第一駆動機121と前記第二駆動機122を制御し回転を停止し、前記収集
箱154の中の固体粒子を収集し、統一して片付けることが便利である。
【００２５】
以上に述べたのはただ本発明のより良い実施例で、本発明を限定することに使用されない
。本発明の意義と原則のもとで行う全ての修正、同等の入れ替えと改善などは本発明の保
護範囲に含まれる。
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【手続補正書】
【提出日】平成30年11月14日(2018.11.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
除塵装置であって、箱体を含み、前記箱体の四つの角底部に同時に角ブロックが設置され
、全ての前記角ブロックの底部に回転輪が設置され、前記箱体に分離キャビティが設置さ
れ、前記分離キャビティの左右内壁に相通するように対称する第一キャビティが設置され
、前記第一キャビティのうち前記分離キャビティから遠離する片側には第二キャビティが
設置され、前記第二キャビティと前記第一キャビティが連通して設置され、前記分離キャ
ビティの後端に相通するように第三キャビティが設置され、前記分離キャビティに第一ス
トレーナーが設置され、前記第一ストレーナーの下端に第二ストレーナーが設置され、前
記第二ストレーナーの下端に導流箱が固定的に接続され、前記導流箱の底部と前記第一キ
ャビティの間に相通するように導流管が設置され、前記第一キャビティの前端内壁に相通
するように排水溝が設置され、前記排水溝のもう一端が前記箱体の前端端面を通り抜けて
、前記第一ストレーナーの頂部端面に第一スクレーパーが摺動可能なように係合して接続
され、前記第一ストレーナーの左右両端に対称に前記第一キャビティに伸びる第一斜板が
固定的に接続され、前記第二ストレーナーの頂部に第二スクレーパーが摺動可能なように
係合して接続され、前記第二ストレーサーの左右両端には第二斜板が対称で設置され、前
記第二斜板のうち前記第二ストレーサーから遠離する片側が前記第二キャビティに挿入し
、前記第二ストレーナーの底部端面に前記導流箱の後端に位置する伝導ブロックが摺動可
能なように係合して接続され、前記伝導ブロックに上下に伸びる第一伝導溝が設置され、
前記伝導ブロックに前記第一伝導溝の下に位置し左右に伸びる第二伝導レバーが摺動可能
なように係合して接続され、前記第二伝導レバーの左右両端が前記分離キャビティの左右
両端内壁に固定的に接続し、前記分離キャビティの後端内壁に左右に前記第一スクレーパ
ーの後端に位置するE型滑走ブロックが摺動可能なように係合して接続され、前記第一ス
クレーパー、前記第二スクレーパー、前記伝導ブロックの後端が前記Ｅ型滑走ブロックの
前端末と固定的に接続し、前記第二キャビティの頂部内壁に第一駆動機が設置され、前記
第一駆動機の外側に保護装置が設置され、前記保護装置が衝撃吸収パッドと冷却片を含み
、前記第一駆動機が下に伸びる第一回転軸と動力が伝達可能なように接続し、前記第一回
転軸の周りに打ち砕くブレードが固定的に接続され、前記打ち砕くブレードの下端に左右
対称に下に伸びる第三斜板が設置され、前記第三斜板が前記第二キャビティの中心と離れ
る一端が前記第二キャビティと固定的に接続し、前記第二キャビティに前記第三斜板の下
端に位置し左右に対称する搾ローラーが設置され、前記搾ローラーの中に前後に伸びて、
後端が前記第二キャビティの後端内壁を通り抜けて前記第三キャビティに伸びる第二回転
軸が固定的に接続され、前記第二回転軸の前端末がベアリングを通じて前記箱体に回転可
能なように取り付けられ、前記第二キャビティの底部には第二伝動溝が連通して設置され
、前記第二伝導溝に収集箱が摺動可能なように係合して接続され、前記第三キャビティの
後端内壁に第二駆動機が設置され、前記第二駆動機に前に伸びて前記第三キャビティの前
端内壁を通り抜けて前記分離キャビティに伸びる第四回転軸が動力が伝達可能なように接
続され、前記第四回転軸がベアリングを通じて前記第三キャビティの前端内壁に回転可能
なように取り付けられ、前記第四回転軸の前端末にカムが固定的に接続され、前記カムの
凸部に前に前記第一伝導溝に伸びる第一伝導レバーが設置され、前記第四回転軸にタービ
ンが係合し接続され、前記タービンに左右に伸びる第三回転軸が固定的に接続され、前記
第三回転軸の左右両端がベアリングを通じて前記箱体に回転可能なように取り付けられ、
前記第三回転軸に左右対称に両面円錐形プーリーが固定的に接続され、前記両面円錐形プ
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ーリーに第一円錐形プーリーが係合し接続され、前記第一円錐形プーリーが前記第二回転
軸の後端末に固定的に接続し、前記第四回転軸が前記タービンと接触する部位にネジが設
置され、前記第一ストレーナーの第一濾過孔が前記第二ストレーナーの第二濾過孔より大
きく、前記衝撃吸収パッドが前記第一駆動機の上端と下端に設置され前記第一駆動機と固
定的に接続し、前記冷却片が前記第一駆動機の前端と後端に設置され前記第一駆動機の殻
と固定的に接続し、前記冷却片の上端と下端が前記衝撃吸収パッドと固定的に接続し、前
記第一駆動機の前端と後端にそれぞれ多くの前記冷却片が設置されることを特徴とする除
塵装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は工業集塵技術分野に関し、具体的には除塵装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
工業生産に多くの工業汚水が発生し、これらの工業汚水を厳しい処理操作を行った後に排
出基準に達して、汚水処理過程に汚水に多くの粒子汚染物があるため、汚水処理効率と効
果に深刻な影響があり、それゆえ便利な集塵装置を提供し汚水の中の固体粒子に初期整理
を行って、後期処理操作を便利にする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】中国特許出願公開第104587783号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
本発明は解決する必要な技術問題に対して除塵装置を提供し、それは上記の現在の技術問
題を解決できる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
本発明は以下の技術方案を採用する。本発明の除塵装置は箱体を含み、前記箱体の四つの
角底部に同時に角ブロックが設置され、全ての前記角ブロックの底部に回転輪が設置され
、前記箱体に分離キャビティが設置され、前記分離キャビティの左右内壁に相通するよう
に対称する第一キャビティが設置され、前記第一キャビティのうち前記分離キャビティか
ら遠離する片側には第二キャビティが設置され、前記第二キャビティと前記第一キャビテ
ィが連通して設置され、前記分離キャビティの後端に相通するように第三キャビティが設
置され、前記分離キャビティに第一ストレーナーが設置され、前記第一ストレーナーの下
端に第二ストレーナーが設置され、前記第二ストレーナーの下端に導流箱が固定的に接続
され、前記導流箱の底部と前記第一キャビティの間に相通するように導流管が設置され、
前記第一キャビティの前端内壁に相通するように排水溝が設置され、前記排水溝のもう一
端が前記箱体の前端端面を通り抜けて、前記第一ストレーナーの頂部端面に第一スクレー
パーが摺動可能なように係合して接続され、前記第一ストレーナーの左右両端に対称に前
記第一キャビティに伸びる第一斜板が固定的に接続され、前記第二ストレーナーの頂部に
第二スクレーパーが摺動可能なように係合して接続され、前記第二ストレーサーの左右両
端には第二斜板が対称で設置され、前記第二斜板のうち前記第二ストレーサーから遠離す
る片側が前記第二キャビティに挿入し、前記第二ストレーナーの底部端面に前記導流箱の
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後端に位置する伝導ブロックが摺動可能なように係合して接続され、前記伝導ブロックに
上下に伸びる第一伝導溝が設置され、前記伝導ブロックに前記第一伝導溝の下に位置し左
右に伸びる第二伝導レバーが摺動可能なように係合して接続され、前記第二伝導レバーの
左右両端が前記分離キャビティの左右両端内壁に固定的に接続し、前記分離キャビティの
後端内壁に左右に前記第一スクレーパーの後端に位置するE型滑走ブロックが摺動可能な
ように係合して接続され、前記第一スクレーパー、前記第二スクレーパー、前記伝導ブロ
ックの後端が前記Ｅ型滑走ブロックの前端末と固定的に接続し、前記第二キャビティの頂
部内壁に第一駆動機が設置され、前記第一駆動機の外側に保護装置が設置され、前記保護
装置が衝撃吸収パッドと冷却片を含み、前記第一駆動機が下に伸びる第一回転軸と動力が
伝達可能なように接続し、前記第一回転軸の周りに打ち砕くブレードが固定的に接続され
、前記打ち砕くブレードの下端に 左右対称に下に伸びる第三斜板が設置され、前記第三
斜板が前記第二キャビティの中心と離れる一端が前記第二キャビティと固定的に接続し、
前記第二キャビティに前記第三斜板の下端に位置し左右に対称する搾ローラーが設置され
、前記搾ローラーの中に前後に伸びて、後端が前記第二キャビティの後端内壁を通り抜け
て前記第三キャビティに伸びる第二回転軸が固定的に接続され、前記第二回転軸の前端末
がベアリングを通じて前記箱体に回転可能なように取り付けられ、前記第二キャビティの
底部には第二伝動溝が連通して設置され、前記第二伝導溝に収集箱が摺動可能なように係
合して接続され、前記第三キャビティの後端内壁に第二駆動機が設置され、前記第二駆動
機に前に伸びて前記第三キャビティの前端内壁を通り抜けて前記分離キャビティに伸びる
第四回転軸が動力が伝達可能なように接続され、前記第四回転軸がベアリングを通じて前
記第三キャビティの前端内壁に回転可能なように取り付けられ、前記第四回転軸の前端末
にカムが固定的に接続され、前記カムの凸部に前に前記第一伝導溝に伸びる第一伝導レバ
ーが設置され、前記第四回転軸にタービンが係合し接続され、前記タービンに左右に伸び
る第三回転軸が固定的に接続され、前記第三回転軸の左右両端がベアリングを通じて前記
箱体に回転可能なように取り付けられ、前記第三回転軸に左右対称に両面円錐形プーリー
が固定的に接続され、前記両面円錐形プーリーに第一円錐形プーリーが係合し接続され、
前記第一円錐形プーリーが前記第二回転軸の後端末に固定的に接続する。
【０００６】
好ましい技術方案として前記第四回転軸が前記タービンと接触する部位にネジが設置され
る。
【０００７】
好ましい技術方案として前記第一ストレーナーの第一濾過孔が前記第二ストレーナーの第
二濾過孔より大きい。
【０００８】
好ましい技術方案として前記衝撃吸収パッドが前記第一駆動機の上端と下端に設置され前
記第一駆動機と固定的に接続し、前記冷却片が前記第一駆動機の前端と後端に設置され前
記第一駆動機の殻と固定的に接続し、前記冷却片の上端と下端が前記衝撃吸収パッドと固
定的に接続し、前記第一駆動機の前端と後端にそれぞれ多くの前記冷却片が設置される。
【０００９】
本発明の有益な効果は、本発明に係る設備は初期状態にある時、前記第一スクレーパーが
前記第一ストレーナーの一番左端に位置し、前記第二スクレーパーが前記第二ストレーナ
ーの一番左端に位置し、前記カムが水平状態にあり、前記第一伝導レバーが第一伝導溝の
中心に位置し、前記収集箱の後端端面が前記箱体と緊密に張り合わせて、前記排水溝が閉
合状態にある。
【００１０】
使用する時に、本装置を汚水管と接続し、前記排水溝を開き、前記第二駆動機を起動し前
記第一スクレーパーと連動して、前記第二スクレーパーがそれぞれ前記第一ストレーナー
、第二ストレーナーで往復運動をし、前記第一駆動機を起動し前記打ち砕くブレードと連
動して回転し、前記第二駆動機を起動し前記搾ローラーと連動して回転する。
【００１１】
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使用した後に、前記第一駆動機と前記第二駆動機を制御し回転を停止し、前記収集箱の中
の固体粒子を収集し、統一して片付けることが便利である。
【００１２】
本発明に係る設備の構造が簡単で、操作が便利で、工業汚水の中の固体粒子に有効的な濾
過を行い、後期に工業汚水を有効的に処理することが便利で、処理効率を大きく高める。
【発明の効果】
【００１３】
本発明の有益な効果は、本発明に係る設備は初期状態にある時、前記第一スクレーパーが
前記第一ストレーナーの一番左端に位置し、前記第二スクレーパーが前記第二ストレーナ
ーの一番左端に位置し、前記カムが水平状態にあり、前記第一伝導レバーが第一伝導溝の
中心に位置し、前記収集箱の後端端面が前記箱体と緊密に張り合わせて、前記排水溝が閉
合状態にある。
【００１４】
使用する時に、本装置を汚水管と接続し、前記排水溝を開き、前記第二駆動機を起動し前
記第一スクレーパーと連動して、前記第二スクレーパーがそれぞれ前記第一ストレーナー
、第二ストレーナーで往復運動をし、前記第一駆動機を起動し前記打ち砕くブレードと連
動して回転し、前記第二駆動機を起動し前記搾ローラーと連動して回転する。
【００１５】
使用した後に、前記第一駆動機と前記第二駆動機を制御し回転を停止し、前記収集箱の中
の固体粒子を収集し、統一して片付けることが便利である。
【００１６】
本発明に係る設備の構造が簡単で、操作が便利で、工業汚水の中の固体粒子に有効的な濾
過を行い、後期に工業汚水を有効的に処理することが便利で、処理効率を大きく高める。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は本発明の除塵装置の全体構造概略図である。
【図２】図２は図１の中のA-A方向の断面図である。
【図３】図３は図１の中のB-B方向の断面図である。
【図４】図４は図１の底面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
図1～4が示すように、本発明の除塵装置は箱体100を含み、前記箱体100の四つの角底部に
同時に角ブロック188が設置され、全ての前記角ブロック188の底部に回転輪189が設置さ
れ、前記箱体100に分離キャビティ110が設置され、前記分離キャビティ110の左右内壁に
相通するように対称する第一キャビティ111が設置され、前記第一キャビティ111のうち前
記分離キャビティ110から遠離する片側には第二キャビティ112が設置され、前記第二キャ
ビティ112と前記第一キャビティ111が連通して設置され、前記分離キャビティ110の後端
に相通するように第三キャビティ113が設置され、前記分離キャビティ110に第一ストレー
ナー135が設置され、前記第一ストレーナー135の下端に第二ストレーナー136が設置され
、前記第二ストレーナー136の下端に導流箱137が固定的に接続され、前記導流箱137の底
部と前記第一キャビティ111の間に相通するように導流管143が設置され、前記第一キャビ
ティ111の前端内壁に相通するように排水溝101が設置され、前記排水溝101のもう一端が
前記箱体100の前端端面を通り抜けて、前記第一ストレーナー135の頂部端面に第一スクレ
ーパー131が摺動可能なように係合して接続され、前記第一ストレーナー135の左右両端に
対称に前記第一キャビティ111に伸びる第一斜板133が固定的に接続され、前記第二ストレ
ーナー136の頂部に第二スクレーパー132が摺動可能なように係合して接続され、前記第二
ストレーサー136の左右両端には第二斜板134が対称で設置され、前記第二斜板134のうち
前記第二ストレーサー136から遠離する片側が前記第二キャビティ112に挿入し、前記第二
ストレーナー136の底部端面に前記導流箱137の後端に位置する伝導ブロック140が摺動可
能なように係合して接続され、前記伝導ブロック140に上下に伸びる第一伝導溝142が設置
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され、前記伝導ブロック140に前記第一伝導溝142の下に位置し左右に伸びる第二伝導レバ
ー141が摺動可能なように係合して接続され、前記第二伝導レバー141の左右両端が前記分
離キャビティ110の左右両端内壁に固定的に接続し、前記分離キャビティ110の後端内壁に
左右に前記第一スクレーパー131の後端に位置するE型滑走ブロック201が摺動可能なよう
に係合して接続され、前記第一スクレーパー131、前記第二スクレーパー132、前記伝導ブ
ロック140の後端が前記Ｅ型滑走ブロック201の前端末と固定的に接続し、前記第二キャビ
ティ112の頂部内壁に第一駆動機121が設置され、前記第一駆動機121の外側に保護装置が
設置され、前記保護装置が衝撃吸収パッド1214と冷却片1215を含み、前記第一駆動機121
が下に伸びる第一回転軸151と動力が伝達可能なように接続し、前記第一回転軸151の周り
に打ち砕くブレード152が固定的に接続され、前記打ち砕くブレード152の下端に 左右対
称に下に伸びる第三斜板144が設置され、前記第三斜板144が前記第二キャビティ112の中
心と離れる一端が前記第二キャビティ112と固定的に接続し、前記第二キャビティ112に前
記第三斜板144の下端に位置し左右に対称する搾ローラー153が設置され、前記搾ローラー
153の中に前後に伸びて、後端が前記第二キャビティ112の後端内壁を通り抜けて前記第三
キャビティ113に伸びる第二回転軸300が固定的に接続され、前記第二回転軸300の前端末
がベアリングを通じて前記箱体100に回転可能なように取り付けられ、前記第二キャビテ
ィ112の底部には第二伝動溝145が連通して設置され、前記第二伝導溝145に収集箱154が摺
動可能なように係合して接続され、前記第三キャビティ113の後端内壁に第二駆動機122が
設置され、前記第二駆動機122に前に伸びて前記第三キャビティ113の前端内壁を通り抜け
て前記分離キャビティ110に伸びる第四回転軸202が動力が伝達可能なように接続され、前
記第四回転軸202がベアリングを通じて前記第三キャビティ113の前端内壁に回転可能なよ
うに取り付けられ、前記第四回転軸202の前端末にカム138が固定的に接続され、前記カム
138の凸部に前に前記第一伝導溝142に伸びる第一伝導レバー139が設置され、前記第四回
転軸202にタービン203が係合し接続され、前記タービン203に左右に伸びる第三回転軸303
が固定的に接続され、前記第三回転軸303の左右両端がベアリングを通じて前記箱体100に
回転可能なように取り付けられ、前記第三回転軸303に左右対称に両面円錐形プーリー302
が固定的に接続され、前記両面円錐形プーリー302に第一円錐形プーリー301が係合し接続
され、前記第一円錐形プーリー301が前記第二回転軸300の後端末に固定的に接続する。
【００１９】
好ましくは、前記第四回転軸202が前記タービン203と接触する部位にネジが設置される。
【００２０】
好ましくは、前記第一ストレーナー135の第一濾過孔が前記第二ストレーナー136の第二濾
過孔より大きく、汚水を処理することが便利である。
【００２１】
好ましくは、前記衝撃吸収パッド1214が前記第一駆動機121の上端と下端に設置され前記
第一駆動機121と固定的に接続し、前記冷却片1215が前記第一駆動機121の前端と後端に設
置され前記第一駆動機121の殻と固定的に接続し、前記冷却片1215の上端と下端が前記衝
撃吸収パッド1214と固定的に接続し、前記第一駆動機121の前端と後端にそれぞれ多くの
前記冷却片1215が設置され、前記冷却片1215が前記第一駆動機121が動作する時に発生す
る熱量を吸収し発散し、前記衝撃吸収パッド1214が前記第一駆動機121が動作する時に発
生する振動力を減らして、振動力が大きすぎて本装置の正常な運行を影響することを防ぐ
。
【００２２】
本発明に係る設備は初期状態にある時、前記第一スクレーパー131が前記第一ストレーナ
ー135の一番左端に位置し、前記第二スクレーパー131が前記第二ストレーナー136の一番
左端に位置し、前記カム223が水平状態にあり、前記第一伝導レバー139が第一伝導溝142
の中心に位置し、前記収集箱154の後端端面が前記箱体100と緊密に張り合わせて、前記排
水溝101が閉合状態にある。
【００２３】
使用する時に、本装置を汚水管と接続し、前記排水溝101を開き、前記第二駆動機122を起
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動し前記第一スクレーパー131と連動して、前記第二スクレーパー132がそれぞれ前記第一
ストレーナー135、第二ストレーナー136で往復運動をし、前記第一駆動機121を起動し前
記打ち砕くブレード152と連動して回転し、前記第二駆動機122を起動し前記搾ローラー15
3と連動して回転する。
【００２４】
使用した後に、前記第一駆動機121と前記第二駆動機122を制御し回転を停止し、前記収集
箱154の中の固体粒子を収集し、統一して片付けることが便利である。
【００２５】
以上に述べたのはただ本発明のより良い実施例で、本発明を限定することに使用されない
。本発明の意義と原則のもとで行う全ての修正、同等の入れ替えと改善などは本発明の保
護範囲に含まれる。
【手続補正書】
【提出日】令和1年6月11日(2019.6.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
除塵装置であって、箱体を含み、前記箱体の四つの角底部に同時に角ブロックが設置され
、全ての前記角ブロックの底部に回転輪が設置され、前記箱体に分離キャビティが設置さ
れ、前記分離キャビティの左右内壁に相通するように対称する第一キャビティが設置され
、左右両側に対称のように設置された前記第一キャビティのうち前記分離キャビティから
遠離する片側には第二キャビティが設置され、前記第二キャビティと前記第一キャビティ
が連通して設置され、前記分離キャビティの後端に相通するように第三キャビティが設置
され、前記分離キャビティに第一ストレーナーが設置され、前記第一ストレーナーの下端
に第二ストレーナーが設置され、前記第二ストレーナーの下端に導流箱が固定的に接続さ
れ、前記導流箱の底部と前記第一キャビティの間に相通するように導流管が設置され、前
記第一キャビティの前端内壁に相通するように排水溝が設置され、前記排水溝のもう一端
が前記箱体の前端端面を通り抜けて、前記第一ストレーナーの頂部端面に第一スクレーパ
ーが摺動可能なように係合して接続され、前記第一ストレーナーの左右両端に対称に前記
第一キャビティに伸びる第一斜板が固定的に接続され、前記第二ストレーナーの頂部に第
二スクレーパーが摺動可能なように係合して接続され、前記第二ストレーナーの左右両端
には第二斜板が対称で設置され、前記第二斜板のうち前記第二ストレーナーから遠離する
片側が前記第二キャビティに挿入し、前記第二ストレーナーの底部端面に前記導流箱の後
端に位置する伝導ブロックが摺動可能なように係合して接続され、前記伝導ブロックに上
下に伸びる第一伝導溝が設置され、前記伝導ブロックに前記第一伝導溝の下に位置し左右
に伸びる第二伝導レバーが摺動可能なように係合して接続され、前記第二伝導レバーの左
右両端が前記分離キャビティの左右両端内壁に固定的に接続し、前記分離キャビティの後
端内壁に左右に前記第一スクレーパーの後端に位置するE型滑走ブロックが摺動可能なよ
うに係合して接続され、前記第一スクレーパー、前記第二スクレーパー、前記伝導ブロッ
クの後端が前記Ｅ型滑走ブロックの前端末と固定的に接続し、前記第二キャビティの頂部
内壁に第一駆動機が設置され、前記第一駆動機の外側に保護装置が設置され、前記保護装
置が衝撃吸収パッドと冷却片を含み、前記第一駆動機が下に伸びる第一回転軸と動力が伝
達可能なように接続し、前記第一回転軸の周りに打ち砕くブレードが固定的に接続され、
前記打ち砕くブレードの下端に左右対称に下に伸びる第三斜板が設置され、前記第三斜板
が前記第二キャビティの中心と離れる一端が前記第二キャビティと固定的に接続し、前記
第二キャビティに前記第三斜板の下端に位置し左右に対称する搾ローラーが設置され、前
記搾ローラーの中に前後に伸びて、後端が前記第二キャビティの後端内壁を通り抜けて前
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記第三キャビティに伸びる第二回転軸が固定的に接続され、前記第二回転軸の前端末がベ
アリングを通じて前記箱体に回転可能なように取り付けられ、前記第二キャビティの底部
には第二伝動溝が連通して設置され、前記第二伝導溝に収集箱が摺動可能なように係合し
て接続され、前記第三キャビティの後端内壁に第二駆動機が設置され、前記第二駆動機に
前に伸びて前記第三キャビティの前端内壁を通り抜けて前記分離キャビティに伸びる第四
回転軸が動力が伝達可能なように接続され、前記第四回転軸がベアリングを通じて前記第
三キャビティの前端内壁に回転可能なように取り付けられ、前記第四回転軸の前端末にカ
ムが固定的に接続され、前記カムの凸部に前に前記第一伝導溝に伸びる第一伝導レバーが
設置され、前記第四回転軸にタービンが係合し接続され、前記タービンに左右に伸びる第
三回転軸が固定的に接続され、前記第三回転軸の左右両端がベアリングを通じて前記箱体
に回転可能なように取り付けられ、前記第三回転軸に左右対称に両面円錐形プーリーが固
定的に接続され、前記両面円錐形プーリーに第一円錐形プーリーが係合し接続され、前記
第一円錐形プーリーが前記第二回転軸の後端末に固定的に接続し、前記第四回転軸が前記
タービンと接触する部位にネジが設置され、前記第一ストレーナーの第一濾過孔が前記第
二ストレーナーの第二濾過孔より大きく、前記衝撃吸収パッドが前記第一駆動機の上端と
下端に設置され前記第一駆動機と固定的に接続し、前記冷却片が前記第一駆動機の前端と
後端に設置され前記第一駆動機の殻と固定的に接続し、前記冷却片の上端と下端が前記衝
撃吸収パッドと固定的に接続し、前記第一駆動機の前端と後端にそれぞれ多くの前記冷却
片が設置されることを特徴とする除塵装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は工業集塵技術分野に関し、具体的には除塵装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
工業生産に多くの工業汚水が発生し、これらの工業汚水を厳しい処理操作を行った後に排
出基準に達して、汚水処理過程に汚水に多くの粒子汚染物があるため、汚水処理効率と効
果に深刻な影響があり、それゆえ便利な集塵装置を提供し汚水の中の固体粒子に初期整理
を行って、後期処理操作を便利にする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】中国特許出願公開第104587783号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
本発明は解決する必要な技術問題に対して除塵装置を提供し、それは上記の現在の技術問
題を解決できる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
本発明は以下の技術方案を採用する。本発明の除塵装置は箱体を含み、前記箱体の四つの
角底部に同時に角ブロックが設置され、全ての前記角ブロックの底部に回転輪が設置され
、前記箱体に分離キャビティが設置され、前記分離キャビティの左右内壁に相通するよう
に対称する第一キャビティが設置され、左右両側に対称のように設置された前記第一キャ
ビティのうち前記分離キャビティから遠離する片側には第二キャビティが設置され、前記
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第二キャビティと前記第一キャビティが連通して設置され、前記分離キャビティの後端に
相通するように第三キャビティが設置され、前記分離キャビティに第一ストレーナーが設
置され、前記第一ストレーナーの下端に第二ストレーナーが設置され、前記第二ストレー
ナーの下端に導流箱が固定的に接続され、前記導流箱の底部と前記第一キャビティの間に
相通するように導流管が設置され、前記第一キャビティの前端内壁に相通するように排水
溝が設置され、前記排水溝のもう一端が前記箱体の前端端面を通り抜けて、前記第一スト
レーナーの頂部端面に第一スクレーパーが摺動可能なように係合して接続され、前記第一
ストレーナーの左右両端に対称に前記第一キャビティに伸びる第一斜板が固定的に接続さ
れ、前記第二ストレーナーの頂部に第二スクレーパーが摺動可能なように係合して接続さ
れ、前記第二ストレーナーの左右両端には第二斜板が対称で設置され、前記第二斜板のう
ち前記第二ストレーナーから遠離する片側が前記第二キャビティに挿入し、前記第二スト
レーナーの底部端面に前記導流箱の後端に位置する伝導ブロックが摺動可能なように係合
して接続され、前記伝導ブロックに上下に伸びる第一伝導溝が設置され、前記伝導ブロッ
クに前記第一伝導溝の下に位置し左右に伸びる第二伝導レバーが摺動可能なように係合し
て接続され、前記第二伝導レバーの左右両端が前記分離キャビティの左右両端内壁に固定
的に接続し、前記分離キャビティの後端内壁に左右に前記第一スクレーパーの後端に位置
するE型滑走ブロックが摺動可能なように係合して接続され、前記第一スクレーパー、前
記第二スクレーパー、前記伝導ブロックの後端が前記Ｅ型滑走ブロックの前端末と固定的
に接続し、前記第二キャビティの頂部内壁に第一駆動機が設置され、前記第一駆動機の外
側に保護装置が設置され、前記保護装置が衝撃吸収パッドと冷却片を含み、前記第一駆動
機が下に伸びる第一回転軸と動力が伝達可能なように接続し、前記第一回転軸の周りに打
ち砕くブレードが固定的に接続され、前記打ち砕くブレードの下端に 左右対称に下に伸
びる第三斜板が設置され、前記第三斜板が前記第二キャビティの中心と離れる一端が前記
第二キャビティと固定的に接続し、前記第二キャビティに前記第三斜板の下端に位置し左
右に対称する搾ローラーが設置され、前記搾ローラーの中に前後に伸びて、後端が前記第
二キャビティの後端内壁を通り抜けて前記第三キャビティに伸びる第二回転軸が固定的に
接続され、前記第二回転軸の前端末がベアリングを通じて前記箱体に回転可能なように取
り付けられ、前記第二キャビティの底部には第二伝動溝が連通して設置され、前記第二伝
導溝に収集箱が摺動可能なように係合して接続され、前記第三キャビティの後端内壁に第
二駆動機が設置され、前記第二駆動機に前に伸びて前記第三キャビティの前端内壁を通り
抜けて前記分離キャビティに伸びる第四回転軸が動力が伝達可能なように接続され、前記
第四回転軸がベアリングを通じて前記第三キャビティの前端内壁に回転可能なように取り
付けられ、前記第四回転軸の前端末にカムが固定的に接続され、前記カムの凸部に前に前
記第一伝導溝に伸びる第一伝導レバーが設置され、前記第四回転軸にタービンが係合し接
続され、前記タービンに左右に伸びる第三回転軸が固定的に接続され、前記第三回転軸の
左右両端がベアリングを通じて前記箱体に回転可能なように取り付けられ、前記第三回転
軸に左右対称に両面円錐形プーリーが固定的に接続され、前記両面円錐形プーリーに第一
円錐形プーリーが係合し接続され、前記第一円錐形プーリーが前記第二回転軸の後端末に
固定的に接続する。
【０００６】
好ましい技術方案として前記第四回転軸が前記タービンと接触する部位にネジが設置され
る。
【０００７】
好ましい技術方案として前記第一ストレーナーの第一濾過孔が前記第二ストレーナーの第
二濾過孔より大きい。
【０００８】
好ましい技術方案として前記衝撃吸収パッドが前記第一駆動機の上端と下端に設置され前
記第一駆動機と固定的に接続し、前記冷却片が前記第一駆動機の前端と後端に設置され前
記第一駆動機の殻と固定的に接続し、前記冷却片の上端と下端が前記衝撃吸収パッドと固
定的に接続し、前記第一駆動機の前端と後端にそれぞれ多くの前記冷却片が設置される。
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【０００９】
本発明の有益な効果は、本発明に係る設備は初期状態にある時、前記第一スクレーパーが
前記第一ストレーナーの一番左端に位置し、前記第二スクレーパーが前記第二ストレーナ
ーの一番左端に位置し、前記カムが水平状態にあり、前記第一伝導レバーが第一伝導溝の
中心に位置し、前記収集箱の後端端面が前記箱体と緊密に張り合わせて、前記排水溝が閉
合状態にある。
【００１０】
使用する時に、本装置を汚水管と接続し、前記排水溝を開き、前記第二駆動機を起動し前
記第一スクレーパーと連動して、前記第二スクレーパーがそれぞれ前記第一ストレーナー
、第二ストレーナーで往復運動をし、前記第一駆動機を起動し前記打ち砕くブレードと連
動して回転し、前記第二駆動機を起動し前記搾ローラーと連動して回転する。
【００１１】
使用した後に、前記第一駆動機と前記第二駆動機を制御し回転を停止し、前記収集箱の中
の固体粒子を収集し、統一して片付けることが便利である。
【００１２】
本発明に係る設備の構造が簡単で、操作が便利で、工業汚水の中の固体粒子に有効的な濾
過を行い、後期に工業汚水を有効的に処理することが便利で、処理効率を大きく高める。
【発明の効果】
【００１３】
本発明の有益な効果は、本発明に係る設備は初期状態にある時、前記第一スクレーパーが
前記第一ストレーナーの一番左端に位置し、前記第二スクレーパーが前記第二ストレーナ
ーの一番左端に位置し、前記カムが水平状態にあり、前記第一伝導レバーが第一伝導溝の
中心に位置し、前記収集箱の後端端面が前記箱体と緊密に張り合わせて、前記排水溝が閉
合状態にある。
【００１４】
使用する時に、本装置を汚水管と接続し、前記排水溝を開き、前記第二駆動機を起動し前
記第一スクレーパーと連動して、前記第二スクレーパーがそれぞれ前記第一ストレーナー
、第二ストレーナーで往復運動をし、前記第一駆動機を起動し前記打ち砕くブレードと連
動して回転し、前記第二駆動機を起動し前記搾ローラーと連動して回転する。
【００１５】
使用した後に、前記第一駆動機と前記第二駆動機を制御し回転を停止し、前記収集箱の中
の固体粒子を収集し、統一して片付けることが便利である。
【００１６】
本発明に係る設備の構造が簡単で、操作が便利で、工業汚水の中の固体粒子に有効的な濾
過を行い、後期に工業汚水を有効的に処理することが便利で、処理効率を大きく高める。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は本発明の除塵装置の全体構造概略図である。
【図２】図２は図１の中のA-A方向の断面図である。
【図３】図３は図１の中のB-B方向の断面図である。
【図４】図４は図１の底面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
図1～4が示すように、本発明の除塵装置は箱体100を含み、前記箱体100の四つの角底部に
同時に角ブロック188が設置され、全ての前記角ブロック188の底部に回転輪189が設置さ
れ、前記箱体100に分離キャビティ110が設置され、前記分離キャビティ110の左右内壁に
相通するように対称する第一キャビティ111が設置され、左右両側に対称のように設置さ
れた前記第一キャビティ111のうち前記分離キャビティ110から遠離する片側には第二キャ
ビティ112が設置され、前記第二キャビティ112と前記第一キャビティ111が連通して設置
され、前記分離キャビティ110の後端に相通するように第三キャビティ113が設置され、前
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記分離キャビティ110に第一ストレーナー135が設置され、前記第一ストレーナー135の下
端に第二ストレーナー136が設置され、前記第二ストレーナー136の下端に導流箱137が固
定的に接続され、前記導流箱137の底部と前記第一キャビティ111の間に相通するように導
流管143が設置され、前記第一キャビティ111の前端内壁に相通するように排水溝101が設
置され、前記排水溝101のもう一端が前記箱体100の前端端面を通り抜けて、前記第一スト
レーナー135の頂部端面に第一スクレーパー131が摺動可能なように係合して接続され、前
記第一ストレーナー135の左右両端に対称に前記第一キャビティ111に伸びる第一斜板133
が固定的に接続され、前記第二ストレーナー136の頂部に第二スクレーパー132が摺動可能
なように係合して接続され、前記第二ストレーナー136の左右両端には第二斜板134が対称
で設置され、前記第二斜板134のうち前記第二ストレーナー136から遠離する片側が前記第
二キャビティ112に挿入し、前記第二ストレーナー136の底部端面に前記導流箱137の後端
に位置する伝導ブロック140が摺動可能なように係合して接続され、前記伝導ブロック140
に上下に伸びる第一伝導溝142が設置され、前記伝導ブロック140に前記第一伝導溝142の
下に位置し左右に伸びる第二伝導レバー141が摺動可能なように係合して接続され、前記
第二伝導レバー141の左右両端が前記分離キャビティ110の左右両端内壁に固定的に接続し
、前記分離キャビティ110の後端内壁に左右に前記第一スクレーパー131の後端に位置する
E型滑走ブロック201が摺動可能なように係合して接続され、前記第一スクレーパー131、
前記第二スクレーパー132、前記伝導ブロック140の後端が前記Ｅ型滑走ブロック201の前
端末と固定的に接続し、前記第二キャビティ112の頂部内壁に第一駆動機121が設置され、
前記第一駆動機121の外側に保護装置が設置され、前記保護装置が衝撃吸収パッド1214と
冷却片1215を含み、前記第一駆動機121が下に伸びる第一回転軸151と動力が伝達可能なよ
うに接続し、前記第一回転軸151の周りに打ち砕くブレード152が固定的に接続され、前記
打ち砕くブレード152の下端に 左右対称に下に伸びる第三斜板144が設置され、前記第三
斜板144が前記第二キャビティ112の中心と離れる一端が前記第二キャビティ112と固定的
に接続し、前記第二キャビティ112に前記第三斜板144の下端に位置し左右に対称する搾ロ
ーラー153が設置され、前記搾ローラー153の中に前後に伸びて、後端が前記第二キャビテ
ィ112の後端内壁を通り抜けて前記第三キャビティ113に伸びる第二回転軸300が固定的に
接続され、前記第二回転軸300の前端末がベアリングを通じて前記箱体100に回転可能なよ
うに取り付けられ、前記第二キャビティ112の底部には第二伝動溝145が連通して設置され
、前記第二伝導溝145に収集箱154が摺動可能なように係合して接続され、前記第三キャビ
ティ113の後端内壁に第二駆動機122が設置され、前記第二駆動機122に前に伸びて前記第
三キャビティ113の前端内壁を通り抜けて前記分離キャビティ110に伸びる第四回転軸202
が動力が伝達可能なように接続され、前記第四回転軸202がベアリングを通じて前記第三
キャビティ113の前端内壁に回転可能なように取り付けられ、前記第四回転軸202の前端末
にカム138が固定的に接続され、前記カム138の凸部に前に前記第一伝導溝142に伸びる第
一伝導レバー139が設置され、前記第四回転軸202にタービン203が係合し接続され、前記
タービン203に左右に伸びる第三回転軸303が固定的に接続され、前記第三回転軸303の左
右両端がベアリングを通じて前記箱体100に回転可能なように取り付けられ、前記第三回
転軸303に左右対称に両面円錐形プーリー302が固定的に接続され、前記両面円錐形プーリ
ー302に第一円錐形プーリー301が係合し接続され、前記第一円錐形プーリー301が前記第
二回転軸300の後端末に固定的に接続する。
【００１９】
好ましくは、前記第四回転軸202が前記タービン203と接触する部位にネジが設置される。
【００２０】
好ましくは、前記第一ストレーナー135の第一濾過孔が前記第二ストレーナー136の第二濾
過孔より大きく、汚水を処理することが便利である。
【００２１】
好ましくは、前記衝撃吸収パッド1214が前記第一駆動機121の上端と下端に設置され前記
第一駆動機121と固定的に接続し、前記冷却片1215が前記第一駆動機121の前端と後端に設
置され前記第一駆動機121の殻と固定的に接続し、前記冷却片1215の上端と下端が前記衝
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撃吸収パッド1214と固定的に接続し、前記第一駆動機121の前端と後端にそれぞれ多くの
前記冷却片1215が設置され、前記冷却片1215が前記第一駆動機121が動作する時に発生す
る熱量を吸収し発散し、前記衝撃吸収パッド1214が前記第一駆動機121が動作する時に発
生する振動力を減らして、振動力が大きすぎて本装置の正常な運行を影響することを防ぐ
。
【００２２】
本発明に係る設備は初期状態にある時、前記第一スクレーパー131が前記第一ストレーナ
ー135の一番左端に位置し、前記第二スクレーパー131が前記第二ストレーナー136の一番
左端に位置し、前記カム223が水平状態にあり、前記第一伝導レバー139が第一伝導溝142
の中心に位置し、前記収集箱154の後端端面が前記箱体100と緊密に張り合わせて、前記排
水溝101が閉合状態にある。
【００２３】
使用する時に、本装置を汚水管と接続し、前記排水溝101を開き、前記第二駆動機122を起
動し前記第一スクレーパー131と連動して、前記第二スクレーパー132がそれぞれ前記第一
ストレーナー135、第二ストレーナー136で往復運動をし、前記第一駆動機121を起動し前
記打ち砕くブレード152と連動して回転し、前記第二駆動機122を起動し前記搾ローラー15
3と連動して回転する。
【００２４】
使用した後に、前記第一駆動機121と前記第二駆動機122を制御し回転を停止し、前記収集
箱154の中の固体粒子を収集し、統一して片付けることが便利である。
【００２５】
以上に述べたのはただ本発明のより良い実施例で、本発明を限定することに使用されない
。本発明の意義と原則のもとで行う全ての修正、同等の入れ替えと改善などは本発明の保
護範囲に含まれる。
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